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上本郷第二小学校で卒業制作

春
の
訪

れ
を
感
じ

る
３
月
初
め
、

卒

業
制
作

も
い

よ
い
よ
完
成
間

近
に
な
り
、

最
後
の
仕
上

げ
の

作
業
が

行
わ
れ
て
い

る
図
工
室
に
は

、
子
ど

も
た
ち
の
歓

声

が
あ
ふ

れ
て
い

ま
し
た

。

八
十
九
人
の
卒
業
生
全
員
で
分
担
し

て
彫
っ
た
十
㌢
四
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
四
百

四
十
二
枚

ガ
は
め
込
ま

れ
た
額
に
は

、

宮
沢
賢

治
の
詩
「

雨
ニ
モ

マ
ケ

ズ
」
が

、

白

く
く
っ

き
り
と
浮

か
ん
で
い
ま

す
。

文
字

は
校
長
先
生
に
よ

る
も
の

。
１

月
半

ば
か
ら
制
作
に

か
か
っ

て
い
た

も

の
で
、

硬
い
木
の
部

分
に

当
た
っ

た
子

は

彫
る
の
に
苦
労
し

た
と
か
。

上
本

郷
第
二
小
学
校
で

は
開

校
以

来

十
三
年

、
毎
年
卒
業
記

念
に
は
何

か
形

に

残
る
も
の
を
と
共

同
制
作
を
し
て

い

て

、
作

品
は
校
内
の

あ
ち
ら
こ

ち
ら
に

飾

ら
れ
て
い
ま
す

。
時
々
、
学

校
を
訪

れ
た
卒
業
生
が
記
念

の
作
品
に
見

入
っ

て
い

る
姿
が

あ
る
と
い
い
ま
す

。

「
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
い
い
記
念

に
な
り
ま
す
」
と
語
る
子
ど
も
た
ち
の
心

の
中
に
、
こ

の
作
品
は
、

協
力
し
と

っ

て
作
っ

た
思

い
出
と

と
も
に

、
い
つ

ま
で

も
残
っ
て

い
く
こ

と
で
し

ょ
う

。

市
内
の
小
学

校
で

は
昨
日

一
斉
に

卒

業
式
が
あ
り
ま
し

た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
思

い

出
と
希
望
を

胸
に

晴
れ
の
日

を
迎
え

た
の
は
、
五
千

八
百
二

十
六
人

。

加成洋一くん

佐藤恵子さん

六
年
間
の
小
学
校
生
活
の
最
後
の

思
い
出
に
、
一
生
懸
命
彫
り
ま
し
た
。

自
分
の
彫
っ
た
と
こ
ろ
に
、
ど
う
し

て
も
目
が
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
、
き
れ

い
に
出
来
上
が
り
う
れ
し
い
で
す
。

水　緑　文化 それぞれの思いを込めて

実 行 委員 を 中 心 に仕 上 げ のニ ス 塗り が 行 われ ま し た
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市
内
３
会
場
で
桜
ま
つ
り
を
開
催

春
の
風
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か

松
戸
の
春
を
彩
る
桜
ま
つ

り

が
、
市
内
の
三
会
場
で
行
わ
れ

ま
す
。
友
人
同
士
や
ご
家
族
連

れ
で

、
桜
の
花
に
酔
い
し
れ
、

春
の
息
吹
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
。

と

き

わ

平

桜

ま

つ

り

日

時
・

４

月
４

日

正

午
～

午

後
８

時
、

５

日

午

前
1
0
時

～

午

後
７

時

会

場

…
新

京

成

線
八

柱

駅
か

ら

五

香
駅

ま
で

の

間

内

容

・
各

種

パ
レ

ー

ド

な
ど

問
と
き
わ
平

桜
ま
つ
り

実
行
委

員
会
事
務
局
　
8
8
-
9
3
6
7

番

六
実

桜
ま

つ
り

日
時
…
４
月
４
日

・
５
日

午
前
９

時
～
午
後
６

時

会
場
・
六
実
桜
通
り

内
容
・
音
楽
パ
レ
ー
ド
、
山

車
・
み
こ
し
行
列
、
カ
ラ
オ
ケ

大
会
、
ふ
る
さ
と
電
話
、
民
謡

、

金
魚
す
く
い
、
花
見
さ
じ
き
な

ど
（
参
加
申
込
用
紙
あ
り
）

（

実
連
合
町
会
・
石
井
　
8
7

八

柱

さ

く

ら

祭

り

日

時

・
４

月
４

日

〔

雨
天

の

場
合

は
５

日

〕

午

前
1
0
時

か

ら会
揚
・
新
京
成
線
八
柱
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
桜
橋
ま
で

内

容

…
河

原

塚

・

常

盤
平

中

学

校

の

プ
ラ

ス

バ

ン

ド

演
奏

、

常

盤

平

第
三

小

学

校

鼓

笛
隊

の

パ

レ

ー

ド

、
太

鼓

演

奏
な

ど

八
柱
さ
く
ら
祭
り
実
行
委
員

会
・
三
好
　
8
5
-
0
3
0
3
番

大勢の人でにぎわい ます

と
き

わ
平

桜
ま
つ

り

写

真
コ

ン

ク

ー
ル

題

材
・

と

き

わ
平

桜

ま
つ

り

サ

イ

ズ
・

カ
ラ

ー
ま

た

は
白

黒
で

四

ツ

切

り

４
月
2
0
日
ま
で
に
、
直
接

松
戸
市
観
光
協
会
・
6
4
-
3
1

1
8
番
、
ま
た
は
常
盤
平
団
地

自
治
会
事
務
所
　
8
8
-
9
3
6

7

番
へ

と
き
わ
平
桜
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局
・
8
8
-
9
3
6
7

番

会　 場　 案　 内　 図

※いずれの会場も、期間中の歩行者天国内は

交通規制を実施します。

※駐車場はありません。周辺一帯は駐車禁止

ですので、電車やバスでおいでください。

※ごみは各自持ち帰ってください。

北
総
線
矢
切
駅
周
辺
が
、
４

月
１
日
か
ら
新
た
に
自
転
車
の

放
置
禁
止
区
域
（
地
図
参
照
）
に

指
定
さ
れ
ま
す
。
左
上
の
標
識

の
あ
る
道
路
な
ど
は
、
禁
止
区

域
で

す
の
で

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

禁
止
区
域
内
に
自
転
車
を
置

い
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
市

条
例
に
よ
り
移
送
・
保
管
さ
れ

ま
す
。

一
日
約

七
千

台

が置
き
去

り
に

市
内
各
駅
周
辺
に
乗
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
自
転
車
や
オ
ー
ト

バ
イ
は
、
一
日
に
約
四
万
八
千

常
盤
平
　
　

由

佳

さ
ん

宮

城
　

光

秀

さ
ん

３
月
に
東
京
か
ら
引
つ

越
し
て
き
た
ぱ
か
り
な
ん

で
す
よ
。

舂
は
桜
が
き
れ
い
だ
と

い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
る

の
で
、
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

台
（
平

成
３

年
1
0
月

末
に

調

査
）
。

市
で

も

、

市

内
十

八

駅

周
辺

に

五
十

六
ヵ

所
の

自

転

車

駐

車

場

を

確
保

し
て

い

ま

す

の
で

、

放

置
せ

ず

に

自

転
車

駐

車

場
に

入

れ
て

く

だ

さ
い

。

特
に

４

月
以

降
は

、

通

勤

通

学
の

途

中
で

駅
の

近

く
に

放
置

さ

れ

る
ケ

ー
ス

が
多

く

な
っ

て

い

ま
す

。

通
勤

通

学

を

急
ぐ

あ

ま
り

、

自
転

車

を

少
し

で

も

駅
の

そ

ば

に

置

き

た
い

と

い

う

気

持
ち

で

し

ょ
う

が
、
そ
の

気
持

ち

が
ほ

か

の

人

の

迷

惑
に

な

っ
て

い

ま

す

。

安

全

課

安

全

係

ときわ平 桜まつりの交通 規制下
矢
切桜

井

裕
子
さ
ん

４ ／４ …正午～ 午後８ 時

５…午前10～午後7時

・しようぶ公園とはなみずき公園は、

３ 月25 日 ～４月15 日 の毎日、

午後９時～翌朝午前９時の間利用

できませ ん。

も
つ
と
早
く
自
転
車
駐
車

場
を
造
つ
て
ほ
し
か
つ
た
で

す
ね
。

で
も
、
４
月
か
ら
は
駐
車

場
も
で
き
る
し
、
自
転
車
が

放
置
で
き
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
駅
の
周
辺
も

き
れ
い
に
な
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

自
転
車
に
乗
る
と
き
は

安
全
乗
車
を
心
が
け
よ
う

１.乗る前には、自転車の点検を(タイヤ・ブレーキ)

２ ．２人乗りはやめよう

３ ．左側通行を守り、２列通行はやめよう

４ ．右折・左折時は、手で合図を

５．夜間は必ずライト をつけよう

６ ．『止まれ』の標識や危険な交差点では一時停止を

※自転車が関係した正面衝突､追突､出合い頭の事敵が

昨年は市内で431件も起きました｡自転車の迷惑駐車

への苦情も多く寄せられています。交通ルールを守

って乗り ましよう。

市

職

員

募

集

職

種

・
人

員

・
技

術
職

上

級

・
初

級

（
電

気

・

設

備
技

師

）

を

各

若
干

名

受

付

期

間
…
３

月
2
1
日

～
3
1

日
冷
人

事

課
で

必

要

書

類
を

交

付

し

ま

す

。

受

験

資

格
…

①

昭

和
3
9
年
４

月

２
日

以

降
に

生

ま

れ

、
大

学

を

卒

業

ま
た

は

卒

業

見
込

み

の

人

②
昭

和
4
1
年
４

月
２

日

以

降

に

生

ま

れ

、
短

期

大

学
も

し

く

は

高

等

専

門
学

校

を

卒
業

ま

た

は

卒

業

見
込

み

の

人

③
昭

和
4
3

年
４

月
２

日

以

降
に

生
ま

れ

、

高
等

学

校

を
卒

業

ま
た

は

卒

業

見

込
み

の

人

人

事

課
人

事

係

パ

ー

ト

看

護

婦

募

集

対

象

看

護
婦

の

免

許
を

持

っ

て

い

る
（
准

看

護
婦

は

除
く

）
五

十
九
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
人
　

内

容
各
種
検
診
な
ど
の
看
護
業
務

健
康
管
理
課
業
務
係

小
・
中

学
校

臨
時

給
食

調

理

員
募

集

対
象
四

十
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で

の
人教

育
委
員
会
庶
務
課
秘
書
係

6
6
-
7
4
5
5
番

市
内

民
間

保
育

園
職
員

募
集

職
種
保
母
・
調
理
員

足

職

員
と
パ
ー
ト
職
員
）
　

勤
務
地

市
内
民
間
保
育
園

市
内
の
保
育
園
に
勤
務
し
て

い
る
人
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

３
月
3
1
日
ま
で
に
、
履
歴

書
を
郵
送
で
〒
2
7
1
松
戸
市
上
矢

切
一
一
〇
一
-
二
つ
ぽ
み
保
育
園

内
・
松
戸
市
保
育
園
協
議
会

事
務
局
(
6
8
-
7
8
1
1
番
）

へ

３
月
2
6日
午
後
３
時

常
磐
自
動
車
道
流
山
Ｉ
Ｃ

と
流

山
有
料
道
路
が
開
通

流

山

有

料
道

路
と

常

磐
自

動

車

道

流

山
イ

ン

タ

ー
チ

ェ

ン

ジ

が
、
３

月
2
6
日

出

午

後
３

時

か

ら

閧

通
し

ま

す

。

料

金
の

お

支

払
い

に
つ

い

て

は

、

次
の

点

に

ご

注

意
く

だ

さ

い

。流
山

有

料

道

路

か

ら
常

磐

自

動

車

道
へ

の

利

用
の

場

合

…

流

山

有

料
道

路

の

通
行

料
金

を

支

払

っ
て

、
常

磐

自
動

車

道

の

通

行

券

を
お

取

り

く
だ

さ
い

。

常

磐
自

動

車

道
か

ら
流

山
有

料

道

路
へ

の

利
用

の

場

合
・

常

磐
自
動
車
道
の
通
行
料
金
と
流

山
有
料
道
路
の
通
行
料
金
を
併

せ
て

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

千
葉
県
道
路
公
社
総
務
部
業

務
課
　
0
4
7
2
-
2
7
-
9
3

3
3
番

常 磐自 動車道 料 金(主なI.C.からのご利用)

柏 谷田部 水 戸

軽自動車等
円

250
円

70
0

円
1,7
00

普 通 車 300
850 2,050

中 型 車 3

00

90

0

2,200

大 型 車 35

0

1,2

00

3.10C〕

特 大 車 500 2,050 5,400

流山有料道路料金

普 通 車 大型車（Ｉ） 大型車(II)

100円 150円 350円

※回数券もあります（有料道路のみ）。

矢切駅周辺が自転車放置禁止区域に

-
2
0
2
6
番
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3月定例市議会開催中

３
月
定
例
市
議
会
が
、
３
月
４
日

か
ら
2
7日

ま

で
二
十
四
日
間
の
会
期
予
定
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
市
議
会
に
は
、
平
成
３
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
企
業
会
計
の
補
正
予
算
、
平
成
４
年
度
予
算
、

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
な
ど
四
十
一
件
の

議
案
が
上

程
さ
れ
て
い
ま
す
。

３

月
定
例
市
議
会
に
上
程
さ

れ
て
い

る
主
な
議
案
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

条

例

の

制

定

▽
松
戸
市
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
誘
致

条

例
・

市

内

に

シ
テ

ィ
ホ

テ

ル

を
誘

致
す

る

た
め

条

例

の

一

部

改

正

▽
松
戸
市
行
政
組
織
条
例
・
行

平

成

３

年

度

補

正

予

算

▽
一
般
会
計
（
第
五
回
）
…
既

定

の

歳
入

歳

出

予
算

の

総

額

に

十

五
億

九

千
五

百

二

十
八

万

八

千
円

を

追
加

し

、

一

千

六

十

八
億

七

千
五

百

三
万

四

千

円

と
し

ま

す

。

▽
特
別
会
計
・
国
民
健
康
保
険
　

特

別

会
計

は

六
億

一

千

七
百

六

十

七
万

三

千
円

、
下

水

道

事

業

特
別

会

計
は

三

億

六

千

二

百
四

十

七
万

八

千

円

を

追

加
し

、
老

人

保
健

事

業

特
別

会

計
は

一

億

二
千

四

百

四

十

一
万

円
を

減

額
し

ま

す

。

▽
企
業
会
計
…
水
道
事
業
会
計

は
二
千
五
百
一
万
五
千
円
、

病
院
事
業
会
計
は
五
億
四
千

百

七

十
五
万

二
千

円

を

増

額

し

、

土
地

区

画
整

理

事

業

会

計

は

五
千

八
百

五

十

五
万

九

千

円

を
減

額
し

ま

す

。

建設が始まった(仮称)和名ヶ谷クリーンセンター
(完成予想図)

平
成
４

年
度
の
予
算
案
は
、

一
般
会
計
一
千
百
五
十
二
億
円
、

特
別
会
計
五
百
億
六
千
八
百
三

十
八
万
四
千
円
、
企

業
会
計
二

百
三
十
七
億
一
千
八
百
六
十
万

六
千
円
、
合
計
一
千
八
百
八
十

九
億
八
千
六
百
九
十
九
万
円
で

、

総
額
で
は
一
五
・
九
％
の
伸
び

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
の
使
い
道

で
は
、
土
木
費
が
全
体
の
二
四
・
一

％
を
占
め
、
次
い
で
衛
生

費
一
八
・
八
％

、
教
育
費
一
五

・
五
％
な
ど
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。

第
四

次
総
合
五
か

年
計
画
の

四
年
次
目
に
当
た
る
平
成
４

年

度
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

で

す
。

▼
（
仮
称
）
和
名
ヶ
谷
ク
リ

ー
ン

セ
ン
タ

ー
の
建
設
を
進
め
ま

す
。

▼
二
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
の

建
設
を
進
め
ま
す
。

▼
（
仮
称
）
文
化

会
館
・
郷
土

博

物
館
の
建
設
を
進
め
ま
す
。

▼
（
仮
称
）
福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー

の

建
設
に
着
手
し
ま
す
。

▼
 
高
規
格
救
急
車
を
導
入
す
る

な
ど
、
救
急
業
務
の
高
度
化

政
需

要

の

増
加

に

対

応
し

、

組
織

の

充

実
を

図

る

た
め

▽
松
戸
市
職
員
定
数
条
例
・
業

務
量

の

増

加
に

伴
い

、
職

員

の

定

数

を

変
更

す

る

た
め

▽
松
戸
市
ね
た
き
り
老
人
・
ね

た
き

り

身

体
障

害

者

等

福
祉

手
当

支

給

条
例
・

手
当

の

額

を
引

き

上

げ
る

た

め

▽
松
戸
市
国
民
健
康
保
険
条
例

・

助

産

費
の

額

を

引

き
上

げ

る

と

と

も
に

保

健

施

設

を
追

加

す

る

た

め

▽
病
院
及
び
医
院
使
用
料
手
数

料
条

例
・

使
用

料

等
の

額

を

改
定

す

る
た

め

に
努
め
ま
す
。

▽
松
戸
新
田
第
二
市
営
住
宅
の

建
設
に

着
手
し
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら

高等学校修学資金・奨学金

４月13 日から申請を受け付けます

経

済

的
な

理

由
で

高
等

学

校

等

に

就

学
さ

せ

る
こ

と

が
困

難

な

保

護

者
に

、

修

学

金
・

奨

学

金

を

給
付

し

ま

す

。

資

格
・

①
経

済

的

理
由

で

高

校

に

就

学

さ
せ

る
こ

と

が
困

難

な

保

護

者

②
保

護

者

が
引

き

続

き

一

年
以

上

市

内
に

居
住

し
て

い

る
こ

と

③
成

績

良

好
で

健

康

な
こ

と

④

学
校

教

育

法
に

よ

る

高
等

学

校

等
（

高

等

学
校

・

高

等

専

門

学

校
・

学

校

法
人

の

設

置

す
る

専
修

学
校
〔

高
等
過

程
〕
）

に

在

学
し

て

い

る
こ

と

⑤
法

令

、

そ

の

他

類

似
の

学

資

給
付

を

受

け

て
い

な
い
こ

と

受

付

期
間

…
４

月
６

日

～
3
0

日

〔
日

曜

、
祝
日

、
第

二
・

四

土

曜
日

を

除

く

〕

受

付

時
間

…

午

前
８

時
3
0
分

～

午

後
５

時
（

土

曜
日

は

午

後

０
時
3
0
分
ま
で
）

申

請
に

必
要

な

も
の
・

①

認

公
共
料
金
に
消
費
税
を
加
算

先
に
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

松
戸
市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら

使
用
料
・
手
数
料
な
ど
の
公
共

料
金
に
、
消
費
税
相
当
額
を
加

外税方式

算
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な

り
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

消
費
税
相
当
額
の
加
算
方
法

は
、
消
費
税
相
当
額
を
明
確
に

す
る
た
め

、
原
則
と
し
て

外
税

方
式
と
し

、
課
税
対
象
と
な
る

す
べ
て
の
料
金
に
三
％
を
加
算

め
印

②
修
学
金
・
奨
学
金
交
付

申
請
書
お
よ
び
家
庭
状
況
調
書

③
在

学
校
長
発
行
の
成
績
証
明

書
（
今
春
入
学
の
生
徒
は
、
出

身
中
学
校
長
発
行
の
も
の

）
④

在
学
校
長
ま
た
は
中
学
校
長
発

行
の
推
薦
書
⑤
在
学
証
明
書
ま

た
は
入

学

証
明

書

⑥
住

民
票

（
家
族
全
員
の
も
の
）
ま
た
は

外
国
人
登
録
済
証
明
書
⑦
収
入

証
明
書
（
家
族
の
中
で

所
得
の

あ
る
人
全
員
の
平
成
３

年
分
の

源
泉
徴
収
票
と
最
新
の
給
与
支

払
証
明
書
。
自
営
業
者
は
、
平

成
４

年
度
〔
平
成
３
年
分

〕
の

所
得
証
明
書
）
⑧
振
込
指
定
金

融
機
関
の
通
帳
（
申
請
者
名
義

の
口
座
）
の
表
面
コ

ピ
ー

※
現
在
受
給
し
て
い
る
人

も
再

度
の
申
請
が
必
要
で

す
。

申
請
書
類
は

、
援
護
課
・
各

支
所
に
あ
り
ま
す
。

援
護
課
援
護
係

し

、
公

平

性
を

保
つ

た
め

円

単

位

ま
で

徴

収
し

ま

す

（

普

通
使

用

の

プ

ー
ル

料

金

と

、

松
戸

駅

西

口

駐
車

場
料

金
は
内

税
方

式
）
。

使

用

料

・
手

数

料

条

例
に

基

づ
き

、

対

象
と

な

る

も
の

は

左

表
の

と

お

り
で

す

。

財

政

課

対象となる施設など 内 容

各 市 民 セ ン タ ー 施設・備品使用料

市 民 会 館 施設・プラネタリウム・備品使用料

北 山 市 民 会 館 施設使用料

各 ス ポ ー ツ 施 設
プール（普通使用）を除くスポーツ施

設と備品使用料

勤 労 会 館 施設使用料

林 間 学 園 軽井沢莊・白樺莊使用料

婦 人 会 館 施設使用料

市 民 劇 場 施設・備品使用料

公 民 館 施設使用料

文 化 ホ ー ル 施設使用料

松 雲 亭 広間・茶室等使用料

戸定歴史館・戸 定邸 入館料

青 少 年 会 館 ・ 分 館 施設使用料

総 合 福 祉 会 館 施設使用料

健 康 増 進 セ ン タ ー 施設使用料、健康増進指導料など

斎 場 式場・霊柩(きゅう)車使用料

白 井 聖 地 公 園 管理料

行 政 財 産 使 用 料 施設の目的外使用料

休日土曜夜間歯科診療 診断書料

廃 棄 物 処 理 一般廃棄物・産業廃棄物等処分料

し 尿 処 理 し尿処理料

道路・ 公園等占 用料 期間が1 ヵ月未満の占用料

公 設 卸 売 市 場 施設使用料

下 水 道 料 金 下水道使用料

水 道 料 金
水道使用料、給水申込納付金、水源費

負担金

市 立 病 院 診断書料、特別室使用料など

内税方式

プ ー ル 料 金 普通使用料

松戸駅西口駐車場料金 駐車料金

あ
な
た
の
健
康
 
1
7
1

航
空
性
中
耳
炎
（
気
圧
性
中
耳
症
）

飛
行
機
の
利
用
が
増
え
て

、
着
陸
態

勢
に
入
っ
た
と
き
に

、
耳
が
痛
い
と
訴

え
る
人
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た

。

こ

れ
は
鼓
膜
の
内
側
と
外
側
の

気
圧

の
差
に
よ
っ
て

生
じ
る
疾
患
で

、
飛
行

時
だ
け
で
な
く
、
水
泳
の
飛
び
込
み
や

潜
水
作
業
な
ど
で

も
起
こ
り
ま
す
。

原
　
　

因

鼓
膜
の
内
側
に
は
鼓
室
〔
中
耳
腔

（
こ
う
）
の
中
心
〕
と
呼
ば
れ
る
、
「
そ

ら
豆
大
」
の
部
屋
が
あ
り
、
耳
管
と
い

う
長
さ
三
・
五
㌢
ほ
ど
の
細
い
管
で
、

鼻
の

奥

の

方

（

鼻
咽

腔

）
と
つ

な

か
っ

て

い

ま

す

。

普

通

は

、
つ

ば
を

飲

ん
だ

り

、

あ
く

び
を

し

た

と

き
に

耳

管

が

閧
い
て

空

気

が
流

れ

、

無

意
識

の

う

ち
に

鼓

膜

内

外

が
同

じ

気

圧
に

な

っ
て

い

る
の
で

す

。

さ

ら

に

、
耳

管
の

内

面
に

は

、

線
毛

が
あ

り

、

そ
の

働
き

に

よ
っ

て

細

菌

な

ど
を

鼻

咽

腔
か

ら

鼓

室
へ

流
入

さ

せ

な

い

よ

う

な

作
用

を
持

っ
て

い

ま

す

。

一
方
、
一
万
㍍
上
空
の
機
内
は
、
二

千
㍍
の
山
頂
と
同
じ
〇
・
八
気
圧
ほ
ど

に

調
節

さ

れ
て

い

ま

す

。

下

降

時

の

鼓

室
内

は

、
こ

の

軽

い

空

気
の

ま

ま

の

状

態
で

、

鼻

咽

腔
か

ら

一

気
圧

の

重
い

空

気

が
入

ろ

う
と

し

ま

す

が

、
耳

管

の

性

質
上

入

り
に

く

く

、
反

対
の

上

昇

時
に

く
ら

べ

症

状

が
ひ

ど

く

な
り

ま
す

。

ま

た
耳

管

内

が

細
く

狹

く

な

っ
て

い

る

人
ほ

ど

、

症

状

が
強

く
で

ま

す

。
症
　
　

状

耳

痛
だ
け
の
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、

多
く
は
耳
が
つ

ま
っ
た
感
じ
に
な
り
、

耳

鳴
り
、
軽
度
の
難
聴
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

と
き
に

、
自
分
の

声
が
強
く
ひ

び
い

た
り
、
「
め
ま
い
」
が
起
こ
り
ま
す
。
歯

や
の
ど
や
側
頭
部
に

激
し
い
放
散
痛
が

走
る
こ

と
も
あ
り
、
ま
れ
に
、
鼓
膜
や

内
耳
の
膜
が
破
れ
て

、
高
度
難
聴
や
シ

ョ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。

予
　
　

防

誘
因
と
な
る
の
は
、
耳
管
内
空
気
の

流
れ
が
悪
く
な
る
疾
患
で

、
滲
（
し

ん
）

出

性
中
耳
炎
・
耳
管
狭
窄
（
さ
く
）
屁
・

花
粉
症
そ
の

他
の
鼻
咽
頭
炎
な
ど
で

す

が
、
搭
乗
前
に
よ
く
治
療
し
て
お
く
こ

と
で
す
。

ま
た
、
風
邪
を
ひ
い
た
と
き
は
乗
ら

な
い
よ
う
に
し
、
喫
煙
・
飲
酒
も
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。
睡
眠
時
は
嚥
（
え
ん
）
下

作
用
〔
唾
液
〔
だ
え
き
を
飲
み
込
む
作

用
〕
が
少
な
く
な
る
の
で

、
下
降
時
は

眠
ら
な
い
で

、
早
く
か
ら
何
回
も
嚥
下

や
あ
く
び
を
試
み
る
こ

と
で
す
。

手

当

法

つ

ば
を

飲

ん
で

も

元

へ
戻

ら

な

く

な

っ

た
ら

、

医

師
に

か

か

る
ほ

か

あ

り

ま

せ

ん

。
あ

ご

を

横
に

動

か
し

な

が
ら

何

回

も
つ

ば

を

飲

む
と

、

多

少
の

効

果

が

あ

る

よ
う

で

す

。

潜
水
夫
が
よ
く
行
な
う
、
い
わ
ゆ
る

「
耳
抜
き
」
は
、
口
を
閉
じ
鼻
を
つ
ま

ん
で

、
呼

気
で

圧

力
を

か

け

な

が
ら
つ

ぱ

を

飲
み

込

む

方

法
で

す

。

こ
れ
は
空
気
と
一
緒
に
鼻
の
細
菌
を

鼓
室
へ
送
り
込
ん
で
し
ま
う
の
で
、
一

時

的

効
果

は

あ

り

ま
す

が
、

後
日

、

な

お

一

層
炎

症

を

ひ

ど
く

す

る

な

ど
の

危

険

が

あ
り

、

あ

ま
り

行
っ
て

は
い

け

ま

せ

ん

。

（
松

戸

市

医

師

会
）

前

年

度

比

１７

・

９

％

増

平
成
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は
１
１
５
２
億
円

平成4年度予算案など41件を審議



広報まつど(4)第７７７号

老後のために

もっと知ろう

いつまでも元気で楽しく(中央ゲートボール場で)

学
生
も
2
0歳
に
な
っ
た
ら

全
員
加
入
で
す

国
民
年
金
は
原
則
と
し
て
、

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四

十

年
間

加
入

す
る

こ

と
に

よ

り
、
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

以
前
は
、
学
生
の
間
に
加
入

し
な
い
で
満
額
の

老
齢
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
り
、

学
生
の

間
に
障
害
者
に
な
っ
た

場
合
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
昨
年
４
月
か
ら

二
十
歳
以
上
の
学
生
も
、
国
民

年
金
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

国

民
年

金
は

、

国
が
責

任

を
も
っ

て

運
営

す
る
社

会
保
障

制
度

で
す

。

老

後
の

保
障

だ

け
で

な
く

、
障
害

者
に

な
っ

た
場

合

や
、
一
家

の
働

き
手

を
亡

く
し

た
時

に

も
、
年
金

が

支

給

さ
れ
、
安

定
し

た

暮
ら
し

の
支

え
に

な
り

ま

す
。

年

金

制
度

に
つ

い
て

、
も

う

一
度
確

認
し

、
加

入

も

れ
な
ど

が
な

い
よ

う
に

注
意

し
ま

し
よ

う
。

問

国
民

年
金

課

年金はみんなのもの

河原塚
小暮知英子さん

二
十
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
年
金
に
加

入
し
て
い
ま
す
が
、
学
生
の
加
入
は
親

の
負
担
が
た
い
へ

ん
で
す
ね
。

だ
け
ど
、
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
わ
け
で

す
か
ら
、
み
ん
な
で
掛
け
て
み
ん
な
で

受
け
る
の
が
原
則
だ
と
思
い
ま
す
。

国
民
年
金
基
金
な
ど
も
で
き
た
そ
う

で
す
が
、
国
や
市
の
Ｐ
Ｒ

で
、
制
度
を

も
っ
と
分
か
り
や
す
く
、
手
続
き
し
や

す
く
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

な
お

、
学
生
本
人
と

親
の
収

入
に
よ
り
支
払
い
免
除
の

基
準

も
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金

課
へ

問
い
合
わ
せ
て
ぐ
だ
さ
い
。

※
卒
業
を
し
て
、
厚
生
年
金
の

あ
る
会
社
な
ど
に
就
職
し
た
　

場

合
は
、
個
人
で
国
民
年
金

を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で

す
。

Ｑ
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
で
、

夫
の
扶
養
に
入
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ

一
度

も
年
金
の
届
け
出

を
し
た
こ
と
が
な
い
の
で

す

が

…

Ａ
　保
険
料
の
支
払
い

が
不
要

な
第
三
号
被
保
険
者
に

該
当

し

ま
す
が
、
市
（
国
民
年
金

課
・
各
支
所
）
へ
の
届
け
出
が

必
要
で

す
。

届
け
出
は
二
年
で

時
効
に

な
っ
て
し
ま
い

ま
す
か
ら

、

国
民

年
金
の

被
保
険
者
は
３
種
類

第

一
号

被

保

険

者

…

自

営
業

者
や

学

生
な

ど

厚

生

年

金

・
共

済

組

合

に

加

入

し

て

い

な

い

人

。
第

二

号

被

保

険

者
に

扶
養

さ

れ
て

い

な
い

「
サ
ラ

リ

ー
マ

ン

の

妻

（
夫

）
」

第

二

号

被

保

険

者

…
厚

生
年

金

・
共

済

年

金
に

加
入

し

て
い

る
「
サ

ラ
リ

ー
マ

ン

や

Ｏ
Ｌ

」

第

三

号

被

保

険

者
・

第
二

号

被
保

険

者

に

扶

養

さ

れ
て

い

る

「
サ

ラ

リ

ー
マ

ン

の

妻

（

夫
）
」

そ

れ

ぞ

れ

の

届

け

出

は

第

一

号

・

第
三

号
被

保

険

者

は

、

国

民

年

金
に

加
入

し

な
け

平成４年度国民年金保険料の額　　表１

月 額 年 額 前 納 額 前納割引額

定 額

円

9,700

円

116,400

円

113,590

円

2,810

付加年金込み10,100 121,200 118,270 2,930

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

後
、
就

職
に

よ
り
第
二
号
に

な
っ
た
場

合
は

、
喪
失
の
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。
第
二
号
被
保
険
者
は
、

国
民
年
金
に
加
入
の

手
続
き
は

不
要
で
す
。
た
だ
し

、
六
十
歳
未

満
で
退
職
し
た
時
は

、
加
入
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

。

第
三
号
被
保
険
者
に
つ
い
て

は
、
夫
ま
た
は
妻
が
加
入
し
て

い
る
厚

生
年
金
・
共

済
組
合
か

ら
、
保
険
料
が
拠
出
金
と
し
て

国
民
年
金
に

納
め
ら
れ
ま

す
。

従
っ
て
、
自
分

自
身
で
保
険

料
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん

が
、
市
（
国
民

年
金
課
・
各
支

所
）
へ
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。

表 ２

※前納は､４月中に全額を支払った場合です

年金 受 給 額 の比 較

急
い
で

市
へ

届
け
出
て

く
だ

さ
い
。

年　金

Ｑ＆Ａ

Ｑ
　パ

ー

ト

の

収
入

が
多

く

、

夫

の

扶

養

か

ら
は

ず

れ

て

し

ま

い

ま

し

た

。
ど

の

よ

う

な

今、思うことは…

手
続
き
を
・・・
。

Ａ
　あ
な
た
は
、
今
ま
で

第
三

号
被
保
険
者
と
し
て

、
夫
が

加
入
し
て
い
る
制
度
か
ら
あ

な
た
の
保
険
料
が
払
い
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

扶
養

か

ら

は

ず

さ

れ
る

と
、
そ
の
分
の
支
払
い

が
な

く
な
る
た
め
、
自
分
で
納
め

る
第
一
号
被
保
険
者
へ
の

変

更
の
届
け
出
を
市
に
し
て
く

だ
さ
い
。

南花鳥

阿 部 巳 三 一 さん

(75歳)

国

民
年

金

制
度

が
で

き
た

当
初

の
昭

和
3
7
年

ご
ろ

か

ら
掛
け
て

い

ま
し

た
。

現
在

、
年

金

を
受
給

し
て

い
ま

す
が

、
ス

ラ

イ

ド

制
で
最

近

は
額

が
多

く
な
っ

て

き
た
よ

う
に
感

じ
ま

す
。

個

人
に

よ

り
、
事

情
が

あ

る
で

し
ょ

う
が

、

収
入

が
あ

る
う
ち

は

国
民

年
金

に
限

ら

ず
、
い

ろ
い

ろ
老

後
の

た
め

に

考
え
て

お

か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
思

い

ま

す
。

年 度

ｽﾗｲﾄﾞ率年金 額
項目　

平 成３ 年 度 平成4年度(予定額)

3.1%
3.3％

年 額 月 額 年額 月 額

〔厚生年金保険〕

老齢厚生年金

(ﾓ ﾃﾞﾙ)

円

2,472,600

35年加入・夫婦

基本2,270,

200加給202,400

円
206
,05
0

円

2,554,700

35年加入 夫婦

基本2,345,600

加給　209

,100

円

212,892

〔国民年金〕

老齢基礎年金

障害基礎年金(1級)

(2級)

遺族基礎年金

(子18歳未満1人)

満額702,0

0 877

,500702,000904,400

基本702,0

00加算202,

400(3人目以降)

67,5

00

58,50

0 73,125

58,50

0 75,367

満額725,3

00906,600 725,300

934,400

基本725,300

加算209,100

(3 人目以降)

69,7C0

60,442

75,51

60,442

77,867

〔老 齢福祉年金〕

明治44 年 ４月

１ 日 以 前 に生

まれた人が該当

収入600万円未満人

収入500～875万円の人

359,200

299,5
00

29,933

24,9

58

371,10

0
303,5
00

30,9

2525,292

相
談
の
ご
案
内

３
月
2
1日
～
４
月
3
0日

▽
住
宅
相
談
　
毎
週
水
曜
日
午

前
1
0時
～
午
後
４
時
、
市
役
所

相
談
コ

ー
ナ
ー
で

▽
税
務
相
談
　
４
月
1
0
日
午

後
１
時
～
５
時
、
市
役
所
相
談

コ

ー
ナ

ー
で

▽
登
記
相
談
　
４
月
1
7
日
午

後
１

時
～
４
時
3
0分
、
市
役
所

相
談
コ

ー
ナ
ー
で

▽
行
政
相
談
　
３
月
2
3
日
、

４

月
1
3日

・
2
7日

午
後
１

時
～
３

時
、
市
役
所
相
談
コ

ー

ナ
ー
で

▽
交
通
事
故
相
談
・
市
政
相
談
・

一
般
相
談
　
毎
日
午
前
８

時
3
0

分
～
午

後
５
時
（
土
曜
日
は
午

後
Ｏ
時
3
0分
ま
で
）
、
市
民
相
談

室
で

▽
法
律
相
談
予
約
制
・
随
時
電

話
受
け
付
け
）
　
毎
週
火
・
木
曜

日

、
３
月
2
3日

、
４
月
1
3日

・
2
7日

午
後
１

時
～
５

時
、

４

月

６

日

午

前
９

時
～
正

午
、
市
役
所
相
談
コ

ー
ナ

ー
で

▽
発
明
相
談
　
４
月
８
日
午

後
１

時
～
３
時
、
市
役
所
相
談

コ

ー
ナ
ー
で

こ
こ
ま
で
は
市
民
相
談
室

▽
経
営
・
融
資
相
談
　
４

月
１

日

・
1
5日

午
前
1
0時
～
午

後
４
時
、
市
役
所

相
談
コ

ー
ナ

ー
で商

工
課
振
興
係

▽
労
働
相
談
　
４
月
６
日
・

2
0日

午
後
１

時
～
５
時
、
市

役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー
で

※
柏
労
働
基
準
監
督
署
（
０

４
７
１
-
6
3
-
０
２
４
５

番
］
、
東
葛
飾
支
庁
商
工
労
政

課
（
6
1
-
2
1
1
5
番
）
で

も
行
っ
て
い
ま
す
。

商
工

課
労
政
係

▽
消
費
生
活
苦
情
相
談
　
毎
日

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時
　

呈
曜
日
は
午
後
０
時
3
0
分
ま

で
）
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で

消
費
生
活
セ
ン
タ
１
　
6
5
-

6
5
6
5

番

▽
婦
人
就
業
相
談
　
毎
週
水
・

金

曜

日

午

前
1
0
時
～
午

後
４

時
、
内
職
相
談
室
で

援
護
課
社
会
係

▽
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談

３
月
2
7
日
＝
市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー
、
４
月
１
日
＝
常
盤

平
支
所
・
○
新
松
戸
市
民
セ
ン

タ
ー
、
２
日
＝
小
金
原
市
民

セ
ン
タ
ー
、
６
日
＝
○
馬
橋

支
所
、
７
日
＝
○
六
実
支
所
・

小
金
市
民
セ
ン
タ
ー
、
３
日
・

1
0
日
・
1
7
日
・
2
4
日

＝
市
役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
い

ず
れ
も
午
前
1
0時
～
午
後
３

時

※
○
印
は
心
配

ご
と
相
談
の
み

※
人
権
相
談
は
、
千
葉
地
方
法

務
局
松
戸
支
局
（
6
3
-
６

２
７
８
番
）
で

も
行

つ
て
い

ま
す
。

人
権
相
談
＝
援
護
課
庶
務

係
、
心
配
ご
と
相
談
＝
社
会
福

祉
協
議
会
6
8
-
0
5
0
3
番

▽
年
金
相
談
　
３
月
2
4
日
＝

矢
切

支
所
、
2
7日

＝
東
部

支
所

、
４
月
３
日

＝

常
盤
平

支
所
、
７
日

＝
小
金
支
所
、
1
0

日

＝
小
金
原
支
所
、
1
4日

＝
馬
橋
支
所
、
1
7日

＝
六
実

支
所
、
2
1日

＝

新
松
戸
支
所
、
2
4

日

＝
矢
切
支
所
、
2
8日

＝
東
部
支
所
、
午
前
1
0時
～
午
後

３
時

※
こ
れ
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課

へ
国
民
年
金
課
適
用
係

相
談
は

す
べ
て

無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



1992年(平成４年)３月２０日(5)広報まつ
ど

満 ち足 り た

国民年金を

老
齢
基

礎
年

金

と

障
害

基

礎
年

金

国
民
年
金
の

老
齢

基
礎
年
金

は
、
六
十
五
歳
か
ら
満
額
を
受

給
で
き
ま
す
が
、
六
十
歳
か
ら

繰
り
上
げ
て

受
給
（
額
は
少
な

く
な
り
ま
す
）
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
老
齢
基
礎

年

金
を
受

給
す
る
と
、
事
故

な
ど

に

よ
り

、
障
害
を
持
っ
た

時
の

障
害
基

礎
年
金
の
受
給
が
で

き

な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
障
害
基
礎
年
金
の

額
は
、
二

級
で

老
齢
基
礎

年
金
の
満
額

と
同
額
。
一
級
は
そ
れ
以
上

に
な
り
ま
す
。（
表
２
参
照
）

厚

生
年

金
受

給
中

で

国
民

年
金

も

掛
け

た
人

は

現
在
、
六

十
歳
か
ら
老
齢
厚

生
年
金
の

特
別
支
給
を
受

給
中

で

、
過

去
に
国
民
年
金

を
納
め

た
人
に
は
、
六
十
五
歳
の
誕
生

月
に

社
会
保
険
庁
か
ら
現
況
届

を
兼
ね
た
「
国
民
年
金
・
厚
生
年

金
老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
（
厚

生
年
金
だ
け
の
人
も
同
じ
）
」
が

送
ら
れ
て
き
ま

す
。

そ
れ
に
、
各
支
所
・
市
民
課
の

窓
口
で
証
明
を
受
け
、
社
会
保

険
庁
へ
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

以

後
、
毎
年
同
じ
よ
う
に
現
況

届
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
こ

れ
に
つ
い
て

は
、
市

役
所

の
国
民
年
金
屎
で
の
手
続
き

は
一
切
不
要
で
す
。
現
況
届

に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は

松
戸
社
会
保
険
事
務
所
　
4
5
-

5
5
1
5

番
へ
お
願
い
し

ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
櫛

利
な
口
座
振
替
で

集合畜犬登録・狂犬病

予防注射

生 後91日 以上 の飼い犬 は､毎年

１回 登録と予防 注射が 必要です。

費 用 …１ 頭5,050 円

※フ ン の 後 始 末 が で き る よ う

に､ シ ャベ ル･ 袋など を 用意 し

てく ださ い。

生活 環 境課 環境 衛生係

日 程 表

日期 会 場 時 間

雨で

中
止
に
な
っ

た
場
合
は
右
記
の
延
期
日
に
実
施、

延
期
日

も

中止

に
な
っ

た
場
合
は、

再
延
期
日
に
実
施
し
ま
す。

延 期日 再延期日

4/3
稔台第７子供の遊び場 午前９時30分～10時30分

4/17 5/8常盤平公園（常盤平衛生処理場わき） 午前11時～正午
かぶと公圜（牧の原２丁目） 午後１時30分～2時30分

４

中金杉公園 午前８時30分～10時 18 9
新松戸南公園（新松戸南２丁目） 午前10時40分～午後0時10分
花之台公園（上本郷） 午後１時40分～ ３時10分
中和倉公園 午後３時50分～ ５時

5

市役所 午前８時2C}分～10時 19 10
二十世紀公園 午前10時40分～午後0時10分

六実支所 午後１時40分～３時10分
小金原公園 午後4時～５時30分

６
古ヶ崎４丁目子供の遊び揚 午前９時～10時30分

20 11相川公園（西馬橋相川町） 午前11時10分～午後0時10分
北丘第２公園（五香六実） 午後１時40分～２時40分

７ ひばり公園（小金原９丁目） 午前９時～９時30分

21

12

干駄堀集会所 午前10時10分～10時40分
国立療養所松戸病院入口（高塚新田） 午前11時20分～11時50分
北仲町公園（仲井町１丁目） 午後１時20分～１時50分

８
南部小学校 午前９時30分～10時30分 22

1
3

栄町西３丁目子供の遊び場 午前11時10分～11時50分
新松戸第１公園（新松戸１丁目） 午後１時20分～１時50分

９
平潟公園（松戸） 午前9時15分～10時

23
14

二三ケ丘公園（三ケ月） 午前10時30分～11時2C}分
栄町第１公園（栄町６丁目） 午後1時～１時40分

10
東部スポーツパーク正門 午前10時～10時30分

24 1
5

串崎公園 午前11時10分～11時40分
ハケ崎子安神社 午後１時～２時

11

中矢切香取神社 午前８時30分～10時 25

1
6

松飛台会館 午前10時40分～午後0時10分
八柱霊園 午後１時40分～ ３時10分
旭ケ丘第３公園（岩瀬） 午後３時50分～ ４時50分

12

稔台公園 午前８時30分～10時

2
6

17
常盤平金ケ作公園 午前10時40分～午後0時句分
新松戸中央公園 午後１時40分～ ３時20分
小金公園（小金きよしケ丘２丁目） 午後４時～５時

13
新萩公園（三矢小台５丁目） 午前９時～10時

27 1
8

六実ふれあい公園（五香六実） 午前10時40分～11時40分
ユーカリ 交通公園（小金原１丁目） 午後１時10分～２時10分

※午前中が雨で中止になった場合には、午後も中止になります、

床
下

薬
剤
を
散
布
し

ま
す

30 28 27 24 23 22

2

1

20 17 16 15 14 13 10 ９ ８ ７ ６ ３ ２

４／

１

期

日

竹ヶ

花第

1・第2

・第

3・小

根本

・一丁

目
向
山
下
・
很
本
あ
づ
ま

根本

第

1・第2

・第

3・第4

・第

5・第6

・第

8・（古

ヶ崎

柬）

岩
瀬

・松

戸
山

下・

（松

戸
３
Ｔ目

西
第

1・第2

・第

3）

樋野

口
・
平
潟
・
納
屋
川
岸

松

戸2丁目

・

松戸3丁目東第1・第2・第3・第4・本

町・

宮前
町

小
山

〈国

道
６

号
線

東
側

)・小

山

台

・角

町
・
下
横

町

小山

〈国

道
６
号
線
西
側
〉

上本

郷
松
郷
・
河
原
塚
南
・

（河

原
塚
南
山
）

陣ケ

前
・
岩
瀬
旭
ケ
丘

栗山

第１

・第

2・下

矢切

若
葉
町
・
上
矢
切
第
１

中矢

切
・
下
矢
切
栄
町
・

（下

矢
切
日
松
会
）

上矢

切
第
２
・
第
３
・

（下

矢
切
睦
会
）

柿ノ

木
台

下矢

切
第
１
・
第
２
・
第
３

二十

世紀

が

丘・三矢

小台

３丁

目・

（大
橋

東・大橋

南・

中松

町）

和名

ケ
谷

大橋 秋山

・
秋
山
団
地
・

（秋

山
南
）

河原

塚
第
１
・
第
２
・
郊
外
大
橋

高塚

新
田
・
紙
敷
向
新
橋

高塚

新
田

散布

町
会
・
自
治
会

（

）内
は
午
後
に
実
施

※
雨
で
中
止
の
場
合
は
全
日
程
終
了
後
に
実
施
し
ま
す
。

ノ
ミ
や

ダ
ニ

を
防
ぐ
た
め
、

床
下
薬
剤
散
布
を
６

月
2
3日
ま

で
の
予
定
で

行
い

ま
す
（
日
程

は
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
。

当
日
は
、
市
職
員
が
各
家
庭

を
回
り
薬
剤
を
床
下
の
通
風
口

松
戸

駅
西

口
地
下

駐

車
場

の

駐
車

料

金
を

改
定
し

ま
す

。

４
月
１

日

か
ら

左
表
の
と

お
り
改
定
し
ま
す
。
な
お
、
改
定

駐 車 料 金 表

か
ら

散
布
し
ま
す
。
作
業
の
妨

げ
に

な
ら
な
い
よ
う
、
通
風
口

の
周
り
に
物
を
置
か
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

料
金
に
は
消
費
税
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

再
開
発
課
松
戸
駅
周
辺
整
備

室

夜

間

料

金

定期

駐
車
券

普

通

料

金

午後

９
時
か
ら
翌
日
午
前

９時

ま
で

（一

回
）

午後

９
時
が
ら
翌
日
午
前

９時

ま
で

（一

ヵ
月
）

以後

三
十
分
増
す
ご
と
に

最初

の
一
時
間
ま
で

利

用

時

間

一、二〇

〇円

一八

、○

○○

円

｝五

〇
円

三〇

〇
円

現

行

料

金

一、二三

〇円

一
八、

五
四
〇
円

一五

〇
円

三一

〇
円

改

定

料

金

※
営
業
時
間
は
午
前
８
時
3
0
分
か
ら
午
後
1
0
時
ま
で
で
す
。
午
後
1
0
時
か
ら

翌
日
午
前
８
時
3
0分
ま
で
入
出
庫
で
き
ま
せ
ん
。

監
査
結
果
の
公
表

平
成
３

年

度
の

定
期

監
査

及

び
随
時

監
査
（
工

事

監
査

）

結

果
の

概
要

を
次

の
と

お
り

公

表
し
ま

す
。

平
成
４
年
３
月
４
日

松
戸
市
監
査
委
員

加
藤

光
治

原
島

康
廣

糠
信

作
男

元
橋

ス
ミ
子

〔
定

期

監

査

〕

○
監
査
対

象
機
関
＝
総
務
部
、

広
聴
部
、
市
議
会
事
務
局
、
福
祉

部
、
厚
生
部
、
企
画
部
、
保
健
衛

生
部
、
財
政
部
、
税
務
部
、
収
入

役
室
、
す
ぐ
や
る
課
、
秘
書
課
、

経
済
部
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
、
農
業
委
員
会
事
務
局

○
監
査
対
象
事
項
＝
配
当
予
算

の
執
行
状
況
、
委
託
料
の
事
務

処
理
状
況
、
財
産
・
備
品
の
維
持

管
理
状
況
（
対
象
機
関
共
通
事

項

）
、
寄

附

受
け

入

れ

に

関
す

る

一

連

の

事

務

処
理

状
況

（
総

務

部

庶

務

課
）
、
職

員

住

宅
の

管
理

運

営

状

況

、

諸
手

当

等

の

認

定

及

び

支

給

状
況

（
人

事

課
）
、
電

算

利

用

計

画

及

び

実

施

状

況

（
事
務

管

理

課
）
、
工

事

検
査

の

実

施

及

び

結

果
の

状

況

（
工

事

検

査

室
）
、
防
災

の

総

括
的

事

務

の

状

況
（
防

災

課
）
、
市
民

セ

ン

タ

ー

の
利

用

状
況

、

財

政

的

援

助

に

係

る

事
務

処

理

状

況

（
地

域

振

興

課
）
、
市

民

相

談
の

状

況

と

市

政
に

鬩

す

る

要

望

事

項
の

処

理

状
況

吊

民

相

談

室
）
、
広

報

活

動
の

状

況
（
広

報

課
）
、
各

種

手
当

等

の

給
付
・
貸
付

状
況

、

扶

助

費
の

支
出

状

況

、

委

託

事

業
の

実
施

状

況
（
な

が
い

き
課
・

援

護

課
・
し

あ

わ

せ

課
・
福

祉

事

務

所
）
、
福

祉

施

設
の

管

理

運
営

状
況
（
な

が
い

き

課
・
し

あ

わ
せ

課
・
総

合
福

祉

会

館
・
養

護

老
人

小

－

ム

）
、
国

民

年
金

印

紙
の

受

払

状
況
（
国

民

年

金

課
）
、
保
育

料
の

収

納

状

況

、

保
育

所
の

維

持

管
理

状

況
（
保

育

所
課

）
、
療

養
費

及

び

高

額

療

養
費

等

の

支

給

状
況

、

国

民

健

康
保

険

料

の

収

納

状

況

（
国

民

健

康

保

険

課
）
、
こ

ど

も
の

遊

び
場

等
の

設

置

及

び

管

理

状

況

（
こ

ど

も

課
）
、
五
か
年
計
画
の
進
捗
及
び

策
定
状
況
（
企
画
課
）
、
将
来
の

交
通
計
画
の
状
況
（
交
通
計
画

課
）
、

文

化

施

設
の

進

捗

状

況

（
文
化

施

設

建

設
準

備

室
）
、
財

政

的

援

助

に

係

る

事
務

処

理

状

況

（
保
健

衛

生

課
）
、
各

種

検
診

事

業

等
の

実

施

状
況

（
健

康

管

理
課
）
、
老
人
医
療
費
の
支
給
状

況
（
老
人
保
健
課
）
、
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
等
の
利
用
状
況
（
保

健
衛
生
課
・
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

、
日

常
生

活

用

具
貸

付

及

び

給
付

状
況

（
お

せ

わ

課
）
、
福

祉

医

療
セ

ン

タ

ー
開

設
に

係

る
進

捗

状
況

（
福

祉

医

療
セ

ン

タ

ー

開

設
準

備

室
）
、
市

債
の

発

行

状

況
（
財

政

課
）
、
共
用

物

品

の

購

入
及

び

払

出

状
況

（
管

財

課
）
、

市

税
の

賦
課

・

調

定
及

び
収

納

状
況
（
税
制
課
・
市
民
税
課
・
資

産
税
課
・
収
納
課
）
、
市
収
入
証

紙
の
出
納
保
管
状
況
、
有
価
証

券
の
保
管
状
況
（
収
入
役
室
、

各

種
補

助

金

の

交

付

状
況

（
商

工

課
・
農

政
課
）
、
中

小

企

業
融

資

預

託

金

及

び

融

資

の

状

況

（
商
工

課
）
、
消

費
生

活

に

関
す

る
相
談
・
苦
情
の
処
理
状
況
、
計

量
器
定
期
検
査
の
実
施
状
況

、

公
設
卸
売
市
場
の
管
理
運
営
状

況
（
消
費
生
活
課
）、
各
種
防
除

事
業
の

実
施
状
況
、
農
業
振
興

資
金
の

融
資
状
況
（
農
政
課
）

Ｏ

監
査
の
期
間
＝
平
成
３
年
９

月
1
8日
～
同
年
1
2月
2
4日

○
監
査
の
結
果
＝
監
査
の
結
果

は
、
お
お
む
ね
適
切
と

認
め
ら

れ
た
。
な
お
、
次
の

事
項
に
つ

き

配
慮
さ
れ
た
い

。

Ｏ
協
定
等
に
基
づ
く
負
担
金
の

支
払
方
法
に
つ
い
て
、
留
意
・

検
討
し
改
善
さ
れ
た
い
（
厚

生
部
・
保
健
衛
生
部
）
。

Ｏ
税
の
公
平
の
観
点
か
ら
、
課

税
に
つ
い
て

今
後
と
も
努
力

さ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
（
市

民
税
課
・
資
産
税
課
）
。

〇
収
納

率

の
向

上
に

つ
い

て

は
、
鋭
意

努
力
さ
れ
て
い
る

こ

と
と

思
料
す
る
が
、
今
後

も
よ
り
一
層
努
力
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
（
収
納
課
）
。

※
厚
生
部
の
定
期
監
査
に
つ
い

て

は
、
地
方
自
治
法
第
一

九

九

条
の

二
の

規
定

に

基

づ

き
、
監
査
委
員
・
加
藤
光
治
を

除
斥
し
、
監
査
を
執
行
し
た
。

の

状
況

、
工

事
の

施
工

状
況

、
各

種
検

査
の

状
況

○
監
査
の
期
日
＝
平
成
３
年
1
1
月
1
5
日

○
監
査
の
結
果
＝
設
計
・
施
工

等
監
査
対
象
事
項
に
係
わ
る
監

査
結
果
は
、
お
お
む
ね
適
切
で

あ
り
、
建
築
工
事
、
電
気
設
備
工

事

及

び

機

械

設
備

工

事

と

も

特

に

指

摘

す

べ

き
事

項

は

見

受

け

ら

れ

な
か

っ

た

。

※

本

工

事

監

査
は

、

工

事
の

技

術

的

観
点

に

主

眼

を

置
い

て

い

る
た

め

、
社

団

法
人
・
日

本

技

術
士

会

に

専

門

技

術

士
の

派

遣
を

依
頼

し
て

、

設

計

図

書

等
の

審

査

及

び

現

場
の

実

地

調
査

を

行
っ

た

。

〔
随

時

監

査
（
工

事

監

査

）
〕

○
監
査
対
象
工
事
＝
仮
称
・
松

戸
市

郷

土

博
物

館
新

築
工

事

(
本
体
工
事
・
電
気
設
備
工
事
・

機
械
設
備
工

事
）

○
監
査
対
象
事
項
＝
設
計
基
準

の
状
況
、
設
計
図
書
等
の
適
否
、

設
計
見
積
の
適
否
、
施
工
計
画

年
金
の
窓
口
か
ら
ひ
と
言
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第７７７号

市
民
テ
ニ
ス
大
会
（
シ
ン
グ

ル
ス
）

期 日 曜日 種 目

4/5 ･ 12

各日

曜
日

予

選

一般男子

4/12 一般女子

5/10･17 本

戦

壮年男子
(55歳・45歳以上)

壮年女子
(50歳・40歳以上)

5/17  (予備日6/28) 一般男女

会
揚
栗

ヶ
沢
公
園
庭
球
場

対

象
市
内
在
住
・
在
勤
者
お
よ

び
テ
ニ
ス

協
会
加
盟
ク
ラ
ブ
会

員
　

費
用

一
人
千
五
百
円

３
月
2
6
日
必
着
で
、
所
定

の
申
込
用
紙
で
〒
2
7
0
松
戸
市
新

松
戸
六
－
六
九
サ
ン
ラ
イ
ト
パ

ス
ト
ラ
ル
弐
番
街
Ａ
-
九
〇
九

竹
内
実
へ

※
大
会
要
項
・
申
込
用
紙
は
、

返
信
用
封
筒
（
六
十
二
円
切

手
を
張

っ
た
も
の
）
を
同
封

し
て

、
同
所
へ
請
求
し
て

く

だ
さ
い
。

松
戸
市
テ
ニ
ス

協
会
・
平
木

4
8
-
6
7
8
4
番

チャンネル

ス
ポ
ー
ツ

春

休
み

短
期
ス

ケ

ー
ト
教

室

３
月
2
5
日
～
2
8
日
出
午
前

８
時
3
0
分
～
９
時
3
0
分
（
そ
の

後
一
時
間
自
由
滑
走
）
　
会
場

新
松
戸
ス
タ
ー
ラ
ン
ド
　
対
象

小
学
生
以
上
の
市
民
ま
た
は
市

内
在
勤
者
・
百
五
十
人
　
種
目

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
　
費
用

四
千
円
（
貸
靴
・
保
険
料
含
む
）

東
北
小
金
駅
午
前
８
時
発
の
無

料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

電
話
で
松
戸
市
ス
ケ
ー
ト
連

盟
事
務
局
（
新
松
戸
ス
タ
ー
ラ

ン
ド
内
)
　
4
1
-
2
1
2
1
番

へ軟
式

庭
球

春
季

ク
ラ

ブ
対

抗

４
月
2
9日

午
前
８
時
3
0分

受
け
付
け
、
９

時
開
始
　

会
揚

栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場
　

対
象

盟
の
加
盟
ク
ラ
ブ
、
三
組
一
チ

ー
ム
、
一
般
市
民
も
可
　

種
目

男
・
女
ラ
ン

ク
別
　

費
用
一
チ

ー
ム
四
千
五
百
円

４
月
1
0日

ま
で
に
、
振
込

用
紙
で

軟

式
庭
球
連
盟
・
小
倉
　

4
5

-
0
8
9
9
番

人口と世帯 （３月1 日現在）

ソ

フ
ト

テ

ニ
ス
（
軟
式

庭
球

）

教
室

コース名 時 間 会　 場 定員 費 用 申し込み日時･場所

木曜コース

午前10時

～正午

栗ヶ沢公園

庭 球 場

各

20人

12,000円
3/26 午前10時

栗ヶ沢公園庭球場

土曜コース

金ヶ作公園

庭 球 場

14,000円

3/28午前10時

金ヶ作公園庭球場

日曜コース
3/29午前10時

金ヶ作公園庭球場

火曜ﾅｲﾀｰ
午後7時

～9 時
40人 15,000円

3/24午後7時

常盤平市民ｾﾝﾀｰ

期
間
４
月
～
1
1
月
　
対
象
市

内

在

住

・
在

勤

の

人

軟
式
庭
球
連
盟
・
木
瀬
　
4
2
-

0
8
0
3

番

日
本

脳
炎

予
防

接
種

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
基

礎
免
疫
と
し
て
、
初
回
接
種
二

回
、
追
加
接
種
（
翌
年
）
一
回
を

行
い
、
基
礎
免
疫
終
了
後
は
、

四
年
に
一
回
追
加
免
疫
を
学
校
(
小

学
三
年
・
中
学
一
年
）
で
行

い
ま
す
。
申
し
込
み
を
す
る
人

三
歳
以
上
十
六

歳
未
満
で
基

礎
免
疫
ま
た
は
追
加
免
疫
を
終

え
て

い
な
い
人
で

、
問
診
票
を

持
っ
て
い
な
い
人
。
以
前
の
問

診
票
は
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
。

申
し
込
ま
な
く
て
も
よ
い
人
昭

和
6
3年
４
月
２
日
～
平
成
元

年

４

月
１
日

生
ま
れ
の
人
に
は
初

回
接
種
二
回
分
、
昭
和
6
2年
４

月
２
日
～
6
3年
４

月
１
日
生
ま

れ
の
人
に
は
、
追
加
接
種
一
回

分
の
問
診
票
を
３

月
下
旬
に
郵

送
す
る
た
め
、
申
し
込
む
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
（
今
年
３
月
１

六
高
台

な

ぎ
な
た

教
室

３
月
2
9日
～
４
月
2
6日
の
毎

週
日
曜
日
（
全
五
回
）
、
午
前
1
0

時
～
正
午
　

会
揚
グ
リ
ー
ン
セ

ン

タ
ー
体
育
室
　

対
象
小
学
三

年
生
以
上
の
初
心
者
・
三
十
人

費
用
保
険
料
八
百
円

※
な
ぎ
な
た
は
用
意
し
て

あ
り

ま
す
。

３
月
2
7
日
ま
で
に
、
電
話

で
松
戸
市
な
ぎ
な
た
連
盟
・
竹

山
　
8
4
-
6
8
2
6
番
へ

春
季

市

民
軟

式
庭

球
大

会

４
月
1
9日

午
前
８

時
3
0分

受
け
付
け
、
９
時
開
始
　

会
揚

栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場
　
対

象
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
ま
た

は
市
内
の
ク
ラ

ブ
で
活
動
し
て

い
る
人
　

種
目
男
女
と
も
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ

・
Ｄ
ラ
ン
ク
別
　
費
用

一
チ
ー
ム
千
五
百
円

４

月
３
日

ま
で
に

、
振
込

用
紙
で

軟
式
庭
球
連
盟
・
小
倉
　
4
5
-

0
8
9
9

番

日
以
降
に
住
民
登
録
し
て
い
る

人
は
必
ず
申
し
込
み
を
）。

※
日
程
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

ハ
ガ
キ
申
し
込
み
要
領

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

麻
し

ん
予

防
接

種

対
象
生
後
十
二
ヵ
月
～
七
十

二
ヵ

月
未
満
　

申
し
込
み
を
す

る
人
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受

け
て
い
な
い
人
で

、
問
診
票

を

持
っ
て
い
な
い
人
　

申
し
込
ま

な
く
て
よ
い
人
平
成
３

年
２
月

―
日
～
３
月
3
1日

生
ま
れ
の
人

に
は
、
４
月
上
旬
に
問
診
票
を

送
り
ま
す
（
今
年
３

月
１
日
以

降
に
住
民
登
録
し
て
い

る
人
は

必
ず
申
し
込
み
を
）。

Ｍ

Ｍ
Ｒ

（
麻
し

ん
・

お
た

ふ
く

か

ぜ
・
風
し

ん
）
、
お
た

ふ
く

か

ぜ
予

防
接

種

（
希
望

接
種

）

対

象
生
後
十
八
ヵ
月
～
七
十

二
ヵ

月
未
満
　

申
し
込
み
を
す

る
人
Ｍ

Ｍ
Ｒ
＝

麻
し
ん
未
接
種

者
で
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
の
接
種
を
希
望

し
、
回
診
票
を
持
っ
て

い
な
い

人
　

お
た
ふ
く
か
ぜ
＝
麻
し
ん

の
予
防
接
種
を
受
け
た
人
で

、

お
た
ふ
く
か

ぜ
の
単
独
接
種
を

希
望
し
、
問
診
票
を
持
っ
て
い

な
い
人
（
お
た
ふ

く
か
ぜ
に
か

か
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
、
感
染

の
疑
い
の
あ
る
人
は

、
Ｍ
Ｍ
Ｒ

の
予
防
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
）

ハ
ガ
キ
申
し
込
み
要
領

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

保

健

衛

生
愛
の

献
血

期 日 会 場 時 間 主催

3/21

松戸駅

東　口

午前10時

～11時30分

と
午後１時

～ ４時

松戸
市

30

健
康
管
理
課
業
務
係

日本脳炎予防接種日程表

会 場 期 日 時間

衛 生 会 館 4/17 4/3 5/13 5/25 6/3 6/12 7/17 7/29

午
後
１
時15

分
～

２
時30

分

五 香市民セン タ ー 4/10 4/23 6/29 7/10 7/22

松飛台市民センター 4/3 4/15 6/1 6/11 6/22

小金北市民センター 4/9 4/22 6/1 6/11 6/22

東 部 市民 センタ ー 4/13 4/23 7/2 7/13 7/24

馬橋東市民センター 4/9 4/21 7/2 7/14 7/23

健康 増進セン タ ー 4/6 4/14 7/1 7/13 7/22

常盤平市民センター 4/16 4/27 5/7 5/18 5/29

常盤平市民ｾﾝﾀｰ 別餡 6/5 7/3 7/15

明 市 民 セ ン タ ー 4/6 4/17 7/1 7/10 7/21

古ヶ崎市民センター 4/2 4/1

4

6/19 7/1 7/14

棯台 市民セ ンタ ー 4/15 4/24 6/25 7/6 7/17

小金原市民センター 4/8 4/20 6/4 6/16 6/25 7/7 7/16

新松戸市民センター 4/16 4/27 5/7 5/18 5/28 6/8 7/9 7/20

小金 市民セン タ ー 4/7 4/20 7/6 7/16 7/28

馬 橋市民セン タ ー 4/8 4/27 5/14 5/25 6/4

六実市民ｾﾝﾀｰ 別館 4/16 4/28 6/2 6/11 7/8

二釶 紀が丘市民ｾﾝﾀｰ 4/10 4/22 7/3 7/13 7/24

※車での来場はご遠慮ください。

し
っ
か
り
見
て
い
ま
す
か

日
付
表
示
の
い
ろ
い
ろ

加

工
食

品
に

は
い

ろ
い

ろ
な

表
示

が

あ
り

ま
す

。
こ

う
し

た
表
示

は

、
商

品

の
品

質

そ
の
他

の
事

項
を

知
る

た
め
の

手
掛

か
り

と
し
て

、
消
費

者
の

関
心

も

高

く
な
っ

て
い

ま

す
。

中

で

も
日
付

表
示

は

、
新

鮮
な

も
の

を

志
向

す
る
消

費

者
に

と
っ

て

非
常

に

重
要

な
情

報
で

あ

り
、

多
く
の

人
た

ち

が
よ

く
見

て
い

ま

す
。

今

回
は

、
日

付
表
示

の
い

ろ
い

ろ
と

、

そ
の

意
味

に
つ
い

て

紹
介
し

ま

す
。

製
造
年
月
日

製
造
年
月
日
は
、
食
品
衛
生
法
な
ど
に

よ
り
、
ほ

と
ん
ど
の
加
工
食
品
に
表
示
が

義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
、

商
品
が
製
造
さ
れ
、
商
品
と
し
て
の

性
質
、

形
状
を
有
す
る
よ
う
に

な
っ
た
日
と
理
解

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、

日
本
酒
な
ど
の
よ
う
に

、
販
売
の
目
的
で

容
器
に
充
て
ん
し
た
日
で
あ
っ
た
り
、
調

理
冷
凍
食
品
の
よ
う
に
、
冷
凍
し
た
日
を

製
造
年
月
日
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
輸
入
食
品
も
製
造
年
月
日
を
表

示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
不
明

の
場
合
に
は
輸
入
年
月
日
で

も
よ
い
と
き

製 造年 月 日、賞 味 期間 の 表示例

日付表示をしっかり確認

れ
て
い
る
食
品
も
あ
り
ま

す
。

賞
味
期
間

容
器
包
装
の
開
か
れ
て
い
な
い

製
品
が

表
示
さ
れ
た
方
法
に
従
っ
て
保
存
さ
れ
た

場
合
に
、
そ
の
食
味
お
よ

び
品
質
特
性
を

十
分
に
維
持
で
き
る
期
間
を
賞
味
期
間
と

い
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
十
分
に
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
期
間
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

期
間
を
過
ぎ
た
も
の
は
食
べ
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
法
律
上
賞
味
期
間
の
表
示
義
務

が
あ
る
の
は
二
十
四
品
目
で

す
が
、
製
造
・

流
通
関
係
者
が
自
主
的
に
表
示
を
つ
け
た

食
品
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

品
質
保
持
期
間

Ｌ
Ｌ

牛
乳
な
ど
の
常
温
流
通
の
乳
類
に

は
、
「
製
造
後
常
温
に
お
い
て

、
そ
の
品

質
の
保
持
が
可
能
な
期
間
」
と
し
て
、
品

質
保
持
期
間
が
表
示

さ
れ
ま
す
。

消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

※
毎
月
2
0
日

号
に

連
載
し
て

い
ま
し
た

「
く
ら
し
の
メ
モ

」
は
、
今
回
を
も
ち

ま
し
て

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

くらしの
メモ

※タイトルが色刷りのものは、
市主催の催し物です。



1992年（平成4年）3月20日[7]広報まつ

ど
生 き が い 福祉 事 業 団 会員 募 集 受 付一 欄

ご参加ください　情報

製
本

講
習

会
（
和

と

じ
製
本

）

３

月
2
7日

午
後
１

時
3
0分

１
４

時
　
会
揚
市
民
会
館
　

講

師
製
本
研
究
冢
・

島
原
安
三
氏

定
員
五
十
人
　

費
用
七
百
円

電
話
で
市
立
図
書
館
四
6
5
-
５
１
１
５

番
へ

生
き

が

い
福
祉
事

業
団

会
員

を
募

集

対
象
健
康
で

働
く
意
欲
が
あ

り
、
自
分
の
経
験
や
能
力
を
生

か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
六
十

歳
以
上
の
未
就
労
の
人

写
真
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
土
曜

日
は
午
後
０
時
3
0
分
ま
で
）
の

間
に

、
左
表
の
施
設
へ

生
き
が
い
福
祉
事
業
団
　
8
4
-

3
1
9
1

番

音
楽

の
広

場
（
合

唱
講

座
）

３
月
2
4日

午
後
１

時
3
0分

～
３

時
3
0分
　

会
揚
市
民
劇
場

費
用
テ

キ
ス

ト
代
二
千
七
百
円

社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
　

6
6
-
７
４
６
２
番

講
座
・
講
演

春
休

み
天

文
教

室

３

月
2
9日

午
後
５
時
～
８

時
　

会
場
市
民
会
館
　

講
師
松

戸
天

文
同
好
会
会
長
・
小
林
昭

彦
氏
　
対
象
市
内
の
小
学
校
高

学
年
生
（
必
ず
保
護

者
同
伴
の

こ
と
）
・
先
着
八
十
人
　

内
容

星
座
早
見
盤
の
工

作
と
そ
の
使

い
方
、
舂
の
星
座
の
探
し
方

３
月
2
5
日
午
前
1
0
時
か
ら

電
話
で
市
民
会
館
　
6
8
-
1
2

3
7

番
へ

毋

と

子

の

ク

ッ

キ

ン

グ

教

室

３

月
2
6
日

午

前
1
0
時
3
0
分

～

午

後
２

時
　

会

揚

市
民

会

館

料

理

教

室
　

対

象
小

学
校

三

年

生

以
上

の

親

子
（

男
子

も

歓

迎
）

定

員

先
着

二

十

組
（
四

十

人

）

募
集
し
ま
す

松
里

福
祉
会

（
精

神
薄

弱
者

通
所

更
生

施
設
運

営
）
で

職

員
を
募

集

指
導
職
員
を
若
干
名
募
集
し

ま
す
。
委
細
面
談
。

わ
か
ば
園
　
8
4
-
0
1
6
5

番

地 区 名 受 付 場 所 受付曜日

松 戸 地 区 ながいき課 月～金

矢 切 地 区 矢切老人福祉センター

火～土東 部 地 区 東部老人福祉センター

馬 橋 地 区

馬橋市民センター

馬橋東市民センター 日・木を
除く

常盤平地区 常盤平老人福祉センター

火～土小　 金・
小金原地区

小金原老人福祉センター

新松戸地区 新松戸市民センター

五香六実地区 生きかい福祉事業団 月～金

小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ク
ラ
ブ
活
動
会
員
を
募
集

クラブ名 定員 活 動 日 時 間

編 物

先着
各

10人

第１・２・３水曜日

午前10時
～正午

茶 道 第２・３・４木曜日

日 舞 第２・３・４土曜日

俳 句 第２・４金曜日
午後1 時
～３時

詩 吟 第1 ・2 ・3・4 木曜日

対

象
市
内
在
住
の
六
十
歳
以

上
の
人
　

費
用

無
料

３
月
2
4
日
か
ら
、
電
話
で

小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

4
4
-
8
2
7
0
番
へ

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
き
ん

・
ふ
き
ん
二

枚
・
筆
記
用
具

費
用
無
料

電
話
で

健
康
管
理
課
松
戸
方

面
保
健
室
へ

フ

ォ
ー

ク
ダ

ン
ス

初
心
者

講

習

会３
月
2
7日
～
８

月
1
4日
の
毎

週
金
曜
日

、
午
後
２

時
～
４

時

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
一
万
円
（
二
十
回
分
と
資

料
代
）
持
ち
物
運
動
靴
・
夕

オ
ル
・
ハ
ン
カ
チ
・
筆
記
用
具

な
ど常

盤
平
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ
・
斉
藤
　
8
5
-
6
1
6
0

番新
京

成

バ
ス
新

松
戸

線
の

深

夜

バ
ス
運

行
開

始

運
行
日
土
・
日

曜
日
、
祝
日

を
除
く
毎
日
　

運
行
時
刻
Ｊ
Ｒ

新
松
戸
駅
発
午
後
1
１
１
時
1
5
分
・

3
8
分
、
午
前
０
時
　
区
間
新
松

戸
駅
～
新
松
戸
七
丁
目

運
賃

二
百
六
十
円
（
全
区
間
均
一

料

金
）新

京
成
バ
ス
松
戸
営
業
所
　

8
7
-
0
3
8
8
番
、
市
交
通
計

画
課

サ
ー
ク
ル

松
戸
謡

曲
連

盟

費
用
年
会
費
二
千
円
（
入
会

金
な
し
）

※
流
派
不
問

溝
部
　
8
7
-
3
4
6
2
番

あ

す

な

ろ
（

文

章

入

門

）

毎
月

第

四

木

曜
日

、

午

後
６

時
～

８

時
　

会
場

婦

人

会
館

費

用
月

五

百

円
（
入

会

金

千
円

）

宮
崎
　
8
6
-
8
8
7
5
番

松
戸
市

美

術
展

の
出

品
準
備

を
会
期
６
月
2
3
日
～
７
月
５

日
　
会
場
文
化
ホ
ー
ル
　
内

容
日
本
画
・
洋
画
・
彫
塑
（
一

人
二
点
以
内
）
。
日
本
画
・
洋

画
は
す
べ
て
丈
夫
な
額
装
・
額

吊
り
金
具
・
ひ
も
を
付
け
る
こ

と
（
ガ
ラ
ス
使
用
の
額
縁
は
不

可
）
　
規
格
日
本
画
・
洋
画
は
M

1
0
号
（
五
十
三
㌢
×
三
三
・

四
㌢
）
以
上
、
F
5
0
号
（
一
一
六

・
七
㌢
×
九
十
一
㌢
）
ま
で
。

彫
塑
は
等
身
大
以
内
　

対
象
十

六
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
人
お
よ

び
松
戸
市
出

身
者
　

費
用
出
品
料
二
千
円
（
高

校
生
は
千
円
）

社
会
教
育
課
市
民
文
化
課
係

6
6
-
７
４
６
２
番

お

知

ら

せ

県
の
中

小

企
業

振
興

資
金
の

利
率

が
引

き
下

げ
ら

れ
ま
し

た
融
賢
利
率
平
均
〇
・
八
三
％

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
金
融
課
　
０
４
７
２
-

2
3
-
2
7
0
7
番

市
役
所
に
は

電
車
や
バ
ス
で

３

月
は
、
市
役
所
の
駐

車
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で

、
ご
来
庁
の
際
に
は
、

電
車
や

バ
ス
な
ど
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

新
松
戸
く
ら
し
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
'
8
2
（
く
ら
し
を
考
え
る
サ

ー
ク
ル
）

毎
月
第
一
・
第
三
火
曜
日
、

午
前
1
0時
～
正
午
　

会
揚
新
松

戸
市
民
セ
ン

タ
ー
　

費
用
月
三

百
円
（
入

会
金
な
し

）

恩
田
　
4
1
-
3
2
5
3
番

リ

ン
リ

ー
ズ
（
混
声

合
唱

団
）

毎
週
土
曜
日
、
午
前
1
0時
～

正

午
　
会
場
明
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
三
千
円
（
入
会
金
な
し
）

平
川
　
6
2
-
9
3
4
8
番

松

戸

カ
ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
会

に
よ

る
女
性

の
た

め
の

相
談

室
毎
週
木
曜
日
、
午
前
1
0時
～

午
後
５

時
　
会
揚
婦
人
会
館

費
用
無
料
（
託
児
あ
り
）
　
内

容
夫
婦
・
子

供
の
こ
と
、
職
場

・
近
所
の
人
間
関
係
、
自
分
の

生
き
方
な
ど（

秘
密
厳
守
）

生
木
　
4
3
-
8
2
3
1
番

商

業

統

計

調

査

（

一
般

飲

食

店

）

の

ポ

ス

タ

ー

を

公

募

し

ま

す通
商

産

業

省

が
実

施

す

る

商

業

統
計

調

査
の

広

報

用

ポ
ス

タ

ー

を
、

広

く

一
般

か

ら

募

集
し

ま

す
。

規
格
縦
五
十
九
㌢
・
横
四
十

二
㌢
（
日
本
工
業
規
格
Ａ
２
判
）

で

縦
長

に

使

用

。
四

色

ま
で

使

用
可

（
白

色
は

数

え

ず

）

。

作

品

中
に

「
通

商

産
業

省

」
・
「
商

業

統
計

調

査
（

一
般

飲

食

店
）
」・

「
平

成
４

年
1
0
月

１
日

」
の

文

字

を

入
れ

る

。

標
語

・

写

真
は

不

可

。
※
作
品

の

裏

面
に

、

住

所

・
氏

名
・

職

業
（
学
校

名

・

学
年

）

を
必

ず

記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

４
月
９
日
必
着
で
、
〒
2
7
1

松
戸
市
根
本
三
八
七
-
五
松
戸

市

役
所

総

務

部
庶

務

課
統

計

係

へ

郵
送

ま

た
は

持

参

譲

り

ま

す

（
家
具
）
◆
洋
服
だ
ん
す
三
千
円

◆
一
面
鏡
（
い
す
付
き
)
三

千
円
◆
リ
ビ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル

千
円
◆
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
無
料

◆

リ

ク
ラ

イ

ニ

ン

グ
チ

ェ
ア

一
万

円

・
三

千

円
◆

家

具

調

ワ

ゴ

ン
二

千

円

◆

折
り

畳
み

式
座

卓
二

千

円

四
脚

【
電

気

製

品
】
◆

一
升

炊
き

電

気
炊
飯
器
二
千
円
◆
加
湿
器

五
千
円
◆
冷
温
風
扇
一
万
円

◆
電
気
あ
ん
か
六
百
円
◆
カ

ラ
オ
ヶ
デ
ッ
キ
二
千
円
◆
電

気
こ
た
つ
無
料
◆
ワ
ー
プ
ロ

（
プ
リ
ン
タ
ー
二
台
付
き
)

一
万
円
◆
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
力
ー

五
千

円

【
子

供

用

品
】
◆

Ａ
型

ベ

ビ
ー

カ
ー
無
料
二
点
◆
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
無
料
◆
子
供
用
べ
ッ
ド

無
料

◆

ペ

ビ

ー
バ
ス

無
料

◆

ベ
ビ
ー
ば
か
り
無
料
◆
幼
児

用
籐
（
と
う
）
い
す
無
料
◆
抱

き
人

形

千
円

【
ス

ポ

ー
ツ

・
楽

器

】
◆

エ
レ

ク
ト

ー
ン

一
万

円

◆

電

気
オ

ル

ガ
ン

無

料
二

点

【
日
用
雑
貨
一
◆
都
ガ
ス
ス
ト

ー

ブ
一
万

円

◆
電

動
ミ

シ
ン

五
千

円

◆
工

業
用

ミ

シ
ン

三

千
円

◆

地

球
儀

千

円

◆
ラ

ン

催
し

物

松
戸

親
と

子
の
よ

い
映

画

を

み

る
会

３
月
3
1
日
午
前
1
0
時
、
午

後
０
時
3
0
分
、
３
時
、
６
時
3
0

分
か
ら
の
四
回
上
映
　
会
揚
市

民
会
館
　
費
用
八
百
円
（
前
売
り

（

百
円
）
　

内
容
「
と
な
り

の
ト
ト
ロ
」
「
一
つ
の
花
」

教
育
会
館
　
6
2
-
3
7
3
8

番と

き
わ
平

少
年

少
女
合

唱
団

定
期

演
奏

会

３

月
2
8日

午
後
２
時
開
演

会
揚
市
民
会
館
ホ
ー
ル
　

費
用

三
百
円
　

内
容
「
宇
宙
戦
艦
ヤ

マ
ト
」
・
「
ト
ト
ロ
の
世
界
」

ほ
か加

藤
　
8
4
-
6
0
7
9
番

松
戸
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ア
ミ

ー
ゴ
演

奏
会

３

月
2
9日
聡

午
後
１
時
～
４

時
　

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
無
料

佐
藤
公
　
8
5
-
3
2
5
5
番

「
世
界

平
和

都
市

宣

言
事
業

」

春
休

み
親

子
平

和
映
画

鑑

賞

会
３

月
2
8日

午
前
1
0時
3
0分

～
正

午
（
1
0時
開
場
）
　

会
場

市
民
劇
場
　

費
用
無
料
　

内
容

「
な
か
さ
き
の
こ

う
ま
」
（
平
和

ア
ニ
メ
）
、
「
ラ
イ
オ
ン
物
語
」

定
員
三
百
三
十
二
人

（
当
日
会

場
で

先
着
順
に
入
場

。
事
前
の

申
し
込
み
は
不
要
）

総
務
部
庶
務
課
庶
務
係

ド

セ
ル
（
赤

）
二

千
五

百

円
◆

江
戸
川
乱
歩
全
集
三
十
五
巻

無
料
◆
中
・
高
生
用
日
本
の

歴
史
全
十
巻
九
千
円
◆
学
習

参
考
書
中
学
生
用
（
カ
セ
ッ

昨年クリーンセンターで行なわれた

不用品バザー「たから市」

卜
付
き
)
五
千
円
◆
学
習
参

考
書
高
校
生
用
（
カ
セ
ッ
卜

付
き
五
千
円
◆
写
真
の
焼

き
付
け
機
無
料

ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
・
価

救急医療体制

格
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
（
昼
間
の
連
絡
先
）
を
明
記

し
て
、
３
月
2
5
日
〔
当
日

消
印
有
効
〕
ま
で
に
、
〒
2
7
1

松
戸
市
根
本
三
八
七
-
五
松

戸

市

役

所
消

費

生
活

課

消

費

生

活

係
へ

※
相

手
の

紹

介

は
月

末

に

抽

選

し

、
当

選

者
に

電

話

連

絡

し

ま
す

。

紹

介

後
は

自

主

交

渉
に

な

り
ま

す
。

○
次
回
掲
載
分
の

申
し
込
み

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、

３
月
2
5日

ま
で
に

、
電
話

で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

価
格
は
一
万
円
ま
で
で
す
。

衣
料
品
、
食
料
品
、
自
転
車

は
扱
い

ま
せ
ん
。

消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービス……………………66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレ ホンサービス……………………66-0010 番

◆休日土曜日夜間・ 科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………65-3430 番
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い
つ
も
あ
り

が
と
う

感謝状を受けた皆さ ん

将
来
は
絵
の
道
へ
進
み
た
い

スナップショット

あなたの撮ったスナップ 写真

(街の話題･身近な出来事など)

をお寄せく ださい。採用 の方に

は記念品を差し上げます。広報課

今年度のきれいな街づくり 功労

者への感謝状の贈呈式が、３月３

日市役所でありました。

この日感謝状を贈ら れたのは、

自宅周辺のご み集積所の清掃を長

い間続けている香西さんら、街の

環境美化や清掃業務に功績のあつ

た11 人・４団体。

感謝状贈呈のあとは、市長を囲

んで、日ごろの活動の苦労話や、

ごみ問題などが話し合われていま

した。

五
香
六
実

香
西
フ
ジ
ノ
さ
ん

家

の
周

り
や

ご
み

集
積

所

な
ど

、
自
分

に
で

き

る
範

囲

で
や
っ

て
い

る
だ

け

な
の
に

、

近
所
の

方

た
ち

が
推
薦

し
て

く
だ

さ
っ

た
そ

う
で

、
う

れ

し
い
こ

と
で

す

。

健

康
の
た

め
に

も
、

で

き

る
限

り
続

け
た
い

と
思

っ
て

い

ま

す
。

植物画コンクールで

入選の鄙里さん

色
塗
り
が
大
変
だ
つ
た
と
い
う
入
選
作
品

この作品は、夏休みの自由研究

として、庭のグラジオラスを観察

しながら10日間かけてかき上げた

もの。それを、先生の推薦により

第８回植物画コンクール（国立科

学博物館筑波実験植物園主催）に

応募したところ、筑波実験植物園

推選（小・中学校の部）に入選し

ました。

鄒里（ひなさと）沙織さん（稔台）

は、小さいころから絵を描くのが

大好き。今までもいろいろな絵の

コンクールで、優秀な成績を収め

てきました。

今月都内の私立中学校を卒業し

た沙織さん、「将来は綰 の道へ進

みたい」と、明るい笑顔で話して

いました。

親しまれて25年

消防音楽隊が記念演奏会

桜まつりや秋の松戸まつりなどの音

楽パレ ード でおなじ みの消防音楽隊が、

結成25 周年を迎え、記念の演奏会が３

月･1日市民会館で開がれました。

日ごろのご支援・ご 協力に感謝を込

めたこの日の演奏会では、音楽隊得意

の軽快な曲が次々と演奏されました。

また、松戸市民劇団の協力を得て、

救急現場を扱った劇や、救急隊の使命

や決意を歌にした「救命戦士の行くと

ころ」も初披露。

会場につめかけた人だちからは、大

きな拍手が送られていました。
救急 劇も上演

ま
つ
ど
文
学
散
歩
　
3
6

阿

川

弘

之

「

軍

艦

長

門

の

生

涯

」

阿
川
弘
之
は
、
大
正
九
年
広
島
に
生
ま

れ
、
昭
和
十
七
年
二
十
一
歳
で
東
大
国
文

科
か
ら
予
備
学
生
と
し
て
海
軍
に
入
り
ま

し
た
。

学
徒
兵
と
し
て
の
体
験
を
も
と
に
戦
争

下

の
青
春
を
描
い
た

『
春
の

城
』
で
読
売

文
学
賞
を
受
賞
。
広
島
原
爆
被
爆
者
の
そ

の
後
の
状
況
を
描
い
た

「
魔
の
遺
産
」

特
攻
隊
の
予
備
学
生
の
手
記
を
も
と
に
し

た

『
雲
の
墓
標

』
、
伝
記
物
と
し
て
「
山

本
五
十
六
」
な
ど
手
堅
く
丹
念
に
記
述
す

る
作
風
が
特
徴
で

す
。

四
万
三
千
ト
ン
、
四
十
㌢
主
砲
八
門
、
千

三
百
人
の
乗

組
員
を
乗
せ
、
建
造
当
時
世

界
最
強
最
速
の
戦
艦
だ
っ
た
長
門
。

長
門
は
戦
闘
で
は
沈
没
し

な
か
っ
た
た

め
、
多
く
の
乗
組
員
が
生
き
残
り
ま
し
た
。

作
者
は
、
長
門
の
建
造
関
係
者
か
ら
艦
長
、

乗
組
員
ま
で
二
百
人
を
超
え
る
関
係
者
に

取
材
を
行
い
、
長
門
の
誕
生
か
ら
大
戦
に

唯
一
生
き
残
り
原
爆
実
験
標
的
艦
と
し
て

遠
く
ビ
キ
ニ
の
海
に
沈
む
ま
で
を
、
ま
る

で

一
人
の
人
間
の
伝
記
の
よ
う
に
描
き
上

げ
ま
し
た
。

こ
の
中
に
、
最
後
の
水
戸
藩
主
・
徳
川

昭
武
公
の
別
邸
戸
定
邸
と
、
昭

武
の
嫡
子

で
海
軍
造
船
士

官
た
っ
た
徳
川
武
定
の
エ

ピ
ソ

ー
ド
が
い
く
つ
か
出
て
き
ま
す
。

来
賓
た
ち
に
は
、
記
念
の
絵
ハ
ガ
キ
が

配
ら
れ
た
。
長
門
進
水
式
の
光
景
と
、
竣

工
後
の
姿
と
を
想
像
で
水
彩
画
に
し
た
も

の
で
、
こ
れ
を
見
る
と
長
門
が
赤
い
銹
色

で
進
水
し
た
の
が
よ
く
分
か
る
。
平
賀
と

親
し
い
徳
川
造
船
大
技
士
(
大
尉
）
が
描

い
た
絵
で
あ
っ
た
。
お
殿
様
造
船
官
の
徳

戸
定

邸

川

武

定
は

、
部
下

が

松
戸

の

邸
へ

遊

び

に

行

く

と

、

「
僕
の
居
間
は
、
こ
う
い
う
風
に
一
段

高
く
な
っ
て
る
ん
だ
。
ど
う
だ
、
面
白
い

だ
ろ
う
」

な
ど
と
、
気
さ
く
な
人
で
、
絵
が
な
か

な
か
上
手
だ
っ
た
。
こ
の
記
念
絵
ハ
ガ
キ

に

は

、

一
枚

に
「
Ｔ

・
Ｔ

」
、

一

枚
に
「
武

」

と

署

名

が
入

っ
て

い

る
。

（
「
軍
艦
長
門
の
生
涯
」
）

武
定
は

、
戸
定
邸
で
生
ま
れ
、
父
昭
武

が
既
に

隠
居
し
て
い
た
た
め
、
四
歳
で
子

爵
の
位
を
受
け
、
分

家
し
て

松
戸
徳
川
家

を
興
し
ま
し
た
。

海
軍
に
入
り
船
舶
設
計
士
官
と
な

っ
た

武
定
は
、
東
大
教
授
を
兼
任
、
海
軍
技
術

研
究
所
所
長
と
な
り
、
潜
水
艦
建
造
の
権

威
と
い
わ
れ
ま
し
た

。

武
定
は
、
大
変
な
蔵
書
家
で
、
そ
の
一

部
が
松
戸
市
に
寄
贈
さ
れ
、
昭
和
二
十
六

年
の
松
戸
市
立
図
書
館
開
設
の
原
動
力
と

な
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
、
徳
川
家
か
ら
松
戸
市

に
寄
贈
さ
れ
た
戸
定
邸
は
、
「
戸
定
館
」

の
名
称
で
そ
の
庭
園
と
あ
わ
せ
、
長
ら
く

公
民
館
施
設
と
し
て
茶
会
な
ど
で
市
民
に

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
十
一
月

三
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
戸
定
が
丘
歴
史
公

園
の
中
心
と
し
て

、
明
治
十
七

年
の
建
設

時
の
姿
に
修
復
復
元

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
市
立
図
書
館
）

ヒバ|リ

茶色の背に黒い縦線

頭の羽毛を立てる

全長　　　　　17cm

冀開長　　　　　32cm

見られる所…畑地や河

原

緑の麦畑をバックに空から聞こえるヒバリ

の声は、春の代表的な風景だが、近ごろは少

なくなってしまった。しかし、今でも市内各

地に健在で、暖かい日には２月ごろからさえ

ずりが聞かれる。地上を歩き回って虫や草の

実などのえさを探すが、冬は茶色の身体が背

景に溶け込み､飛び立つときもビゴレッという

声を出すだけなのでヒバリとは気付かれない。
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